
The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

1胆 造 船 協 會 會 報 　 第 三 十 三 號

例に 依 b まして拍手を致 しまして 御禮 を申上 げ ます

　　　　一 同拍手

O 會長 代理 （畢賀譲君） 彡（は鹽谷君 に御 願 ひ い た し ます

特務艦神威推進機關及電氣推進等 に 就て

　　　　　　　　　　　　　　正 員 海軍機 關中佐 鹽 谷 信 武

　昨年 （大正 十一年 ）十二 月十五 日神威 ざ名 け られた 特務艦が 横須賀軍港 へ 歸着 し 圭して

之 が 米 國の 造船所 で 建 造 され 「パ ナ V 」を經 て 回航 されナこる 日本海軍に 唯一の 電氣推進機

關 を備ふ る給油艦帥 ち重 油燃料 を蓮 搬す る船 で あ る事は 既に 實物 を御覽 に な っ た り或は

紙 上 で 御承知 の 事 で あ ります 、 私 は 十年
一

月 か ら昨年 十一
月 迄此船の 註文や建造工 事 監

督 の 爲 に海軍 か ら米 國 へ 派 遣 され て 居 tz一人 で あ る關係 か ら祚威や電氣推進機關 に 關 す

る事 を少 し く御話致す事に なつ た の で あ b ます、 元來私 は推進機關の計畫者 で あ b ま し

て 以 前 に 電氣機械に 關 す る職 に 附 い て居tz事は あ りますが 、 電氣 推進 を専 門に研究 調査

しすこ譯 で あ りませ za從 つ て專門に 亘 る事 は不案 内で あ り ま す か ら左樣御承知 を願 ひ ま

す 。

偖特務艦赫威 の 一般要 目は第一表の逋 りで あ ります。
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建 　 　造 　　費
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　豫備推進用發 電機 を使用 して航走 し得 る 速力

船體の長幅深等の 點か らは伏 見丸や鹿島九 に似 よっ た もの で あ b ます 。

i欠に Maiu　Engine の 要 目は第 二 表 の 通 りで あ ります 。
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　圭機 械の 配備 は附 圖 に 示す 通 りで 簡單 に説 明 します ざ 四個 の 罐 で 出來 た壓力毎年 方 吋

26．5 听 華氏 1・50°に 過熱 され た蒸氣 は 一本 の rnain 　 steam 　pipeを 通 り二 個 の thr。ttle　valve

を經 て main 　tUrbilie に 入 b之 に 働 い て 285 ”

の 眞室迄膨脹 して turbine の 下 に お か れ

tt　 nnain 　c・ndeng ：e・
’

に 排 出 し其復水 が consensate 　Pump で 抽 出 さ n，　 f舶 d　purn｝） で boiler

に 逾 り返 さ る る こ ε は 通常 の 舶用機 關 E 少 しも差の な い 浙で あ ります turbine が 廻れ ば

之 に 連結 され た geherater も廻 り其 れが excite され て あれ ば 高壓の 三相交 流を發 生 し

Cou士rol　 panel の switch を經 て 兩舷 の main 　motor に 至 b之 を廻 し從 っ て 其 shaft の 先

に つ け て あ る推進器 で 船 を推 し進 め るの で あ b ます 、故 ｝：　shaft ，　thrust　beari【）9 ，
　propeller

等は是亦通常の推進 機蘭ご 異つ tこ所 は ない の で あ り ます 、 結局 geared　turbine の gear で

回轉速度 を適當 に 減 じ勢力 を傳 逹 す るの が 電氣装t　 1：な つ て 居 る ば か bで あ ります、 唯

著 し く gear ご 相違せ る點 は線の っ な ぎ方 のみ で n ・otor を逆 に廻 し得 る所 で あ ります 。

　紳威 の 要 目は 此位 に 止 め まして 唯今か ら gear ご電氣 式ご に 就 て い ろ い ろ の性能 を逋
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べ 且 つ 比較 して見 まして 其 間に紳威 の こ ご を引用 す る こ ご に致 し ます 。

　前以 て
一寸御 斷 り して 置 き ます が gear ご電氣 式 を比較す る ご云 ふ事 は大 事業で あ b

ますN 兩式 に通 じた專門家が兩式に 關 す る data を充分 に 集 め或は參考書に よ b或は 實

地 を調査 す る等多大 の 手 數 S 費用 をか けな けれ ば判明 せ Wtこ ご で 私 が それ を試 む る は 誠

に 烏滸が ましい こ tlで 叉唯今御話す る事 は 列席の 方 々 の 大部分 は 既 に 御存 知の 事 に 過 ぎ

ませ の で すが 唯今迄此問題 を深 く御考 に な らなか つ た方 々 が成 程推進 機關の 方式 の 撰揮

ご云 ふ もの は む つ か しい もの で gear　drive に も electric 　drive に も各得失が あ つ て 公群

に且 つ 愼重 に考究 しな けれ ば な らUt もの で あ る 9L 云 ふ事が 御分 りに なれ ば滿足 で あ b ま

す 。

電 氣 推 進 の 種 類

　原動機 で 區分 す る 8Turbine 　e】ectric 及 Diesel　electric
， の 二 種 ビな ります 、 又 電氣 で 區

分 す る ご直流 ε 交流 ご二 種 に な bDiesel　 electric 又 は馬力の 小 さ い もの は直流が 都 合宜

い の で すが 大 馬力の もの は 交流で な くて は不利 で あ り ます 、 交流發電機 は 高速 turbine

に 直結す る に適 し叉 高壓 に して 效率 を良好 に し且 Commutatorの 如 き構 造上大 力量 の も

の に 適せ す尚故 障 を起 す機會 の多 き もの を要せ 隙 か ら大 に利 盆 で あ り ます 。

　叉交流式推進 は Induction　mo 七〇r を使 ふ もの こ Synchronoヒ：s　n 】otor を使 ふ もの こ 二 っ

に 區別 され ます 、 電氣 式推進 實現以 來久 し く i11〔luction　motor の み で あ b ましすごが 近來

之 に Synchronous　rr）otOl ’
が 實用 され る樣 に な b ました 、 尤 も既に 運轉 さ れ て居 る もの は

世界 中で 米商船
c‘　Cnba　

”

（3，000　S・1L　P ・Sin9’le　screw ），特務艦神威等 で 極 く少 數で あ b

ます 。

　Synchronous　motor は s七ator ご TOt ・ r ’
L
？ の air 　gap を大 き く構 造 し得て 之が 駕 bearing

の 調 整 が 樂 で 又使 へ ば漸 々 1〕earing 　brass が磨 耗 す るが rotor が stator に 當 る迄 に は

永 く使 へ るの で あ b ます 、 夊 power　factor が 大 な る爲 e缶 ciency が 良好 で あ b ます、

power　factorの 良 い の は metor の み な らす 9enelHtorに も電纜 に 於 tナる損失 を も減す る

の で あ ります 、 然 し indnction　 mo 七〇T に 比 して s七ar 士ing　 torquc が 身易く又 induction　 lnotor

の樣 に 1，・le の數 を變更 して 低速力で も eMciency を よ くずる事 が 出來 な い不利 が件 ふ の

で す。 米海軍 で 電氛推進 の 船 は航室母 艦
“ Langley ”

（以前
“ J1ユpiter

”

ご稱 す る給 拱船

な り しを改造せ し もの ）三 萬馬力戰艦
畠LNe

・v　Mexico ”

（（｝．E ）
・‘Tenllesse” （W ，）

‘‘ Mary−

land　”

（G ，犯．），　
tC　Go］orado 　

”

（W ・）〆
・We 昌t　Virs．iuia　”

（（｝・E・）で 華府軍縮會議迄建造中又 は
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計書中の もの で 此級の戰艦 で
‘WashingtOI1”

（W ・），六 萬馬力戰艦
“ lowパ ’

（G ・E ・），

“ Mas −

sachenssett
”

（G．E．），

‘・lndiana， ，

（W ．），

“ Montana ”

（W ．），　
c‘　North　Calorina　”

（W ．），

“ South

Tagota ”

（W ・）及十八 萬馬力巡洋戰艦
t‘

　Lexingtou 　
”

（G ，E ），

‘‘Saratoga”

（G ，E ），

‘‘United

States” （G．E・），

“ Con8titutioガ
「
（G ・E・），

‘

℃ ongo ］ation 　
”

（W ．）
‘’

　Lenger”

（W ．）等が あ b

ました 、 是等は 皆 induction　 motor で あ b ます 、 巡戰の 内
“ Lexhlgton” “ Saratoga”

の 2 隻 は航室母艦 に 改遘 され る こ ご に な つ て お りますが 機 關 は略 ぽ 前計畫通 ご想像 され

ます 。

　商船型 に は
“
　1｛　clipse　

” ‘c　Cuba 　
”

等の 外 U ．S．8hipPillgboardの船 、 東洋汽船 の美 洋丸

（3 ，
000S ・H ・P ・）英國の

“ Wu 】sty　Gastle
”

（1，
800　S且 P・）の外 瑞 典 に數 隻以上 出來上 つ

た 船が あ り其外 に 建造 中叉 は計畫中の もの が あ b ます 。

’

Red雌c重ion　 Ratio．

　以 前 gear や 電氣推進 の發逹せ ざ b し時代に は推 進軸 を turbine に 直接連結 して あ り

從 つ て
一分 間の 回轉 數は turblne　 8 推進器ご 同 じで あ り ま した が 元來双 方 を效率 よ く働

か す1爲に は 一分間 に turbine は 二 千乃 至三 千 回轉推進器は低 速力の 船 で 百前後 、 高遞 の

もの で 三 百 數十位 が適當で 帥 ち turbine は推進器 に 比 して 少 くこ も六七倍か ら船 に よ つ

て は 二 十倍以上 に も早 く廻 さな けれ ば な らSUの で あ b ます 。

　Gear に於 て は 回轉 の 割合は phlion ご wheel の 齒の 敷に 反 比例す る もの で turbine 軸

に 嵌 め た る pillion の 齒數 を 33 枚 ざ し推進軸 に 巌め tcる w
−heel の 齒數 を 392 枚 ＆ すれ

ば推進 器 の 回轉 は turbine の 11・88 分 の一
に減す る譯 で あ ります 。

　Synchronus　motor の 電氣推進 で は generatorの 磁極 の 數ご motor の 磁極 の 數ご に反 比

例 して回 轉の割合 が 定 ま る事 gear の齒數 ご 同樣の 關 係で あ b ます、 例 へ ば祚威で ge−

nera 士or が 2 極 motor が 40 極 で 計畫回轉數は tllrbineが 2
，
400 推進器が 120 で あ り ま

す 。

　 Induction　motor は 極數 の反 比例 即 ち Syllchlonous　sPeed で は no 　to「‘iue で あ つ て ・

torque を出 して働 い て 居 る實際の 状態で は少 し く slip して お る の で あ ります常態で そ

の slip は少 量 で あ b ます か ら大體 は Synchronous　s｝，eed で 見 當 が つ く譯 で あ ります 、 故

に 電氣推 進 で 推邏器 の 回轉數 を低 減 す る爲に は motor の磁極 の 數を増加 しな くて は な ら

な い の で す motor の 極 數 を増 し遲 い 回轉 に計 畫 すれ ば從 つ て 1・lotOl ’の 直徑 が大 き くな

るか ら其 處 に 自然制限が 生 じ次表 に 見 らる る通 り二 十分の 一位の 處 が 從來 の 止 ま b で あ
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b ます、 然 し gear の 方に な る ご電 氣推進 ピ違っ て gear の前方 に turbine を連結 し其

下 に CQndenser を置 く等の 關係で Reducti。1） rati ・ を電氣式程多 くざ るの は 困難 で海軍の

船 で は 是迄 の 處 十 二 分の 一位が 止 ま b で あ b ます 、 もつ Sreduction 　rat ・i。 を多 くご る に

は double 　re 〔lueti。n ご す る の で此 裝置 に よれ ば三 十分 の 一以下 に もす る事 が 出來 ます が

geとしr が 大 き く重 くな b場所 をご り複雜 に な る不利 を伜ひ ます、 然 し商船型 こ して は 實用

され て い る double　recluction も少 くない の で 叉 日本 で も増 加 しつ 丶 あ る傾 向 で あ ります 、

Sing・le　reduction に 比 して reduction 　ratio を大 き くと b得 る こ ご は電気推邏の利 點 の 一

っ で あ り ます然 し現時軍艦は 皆 高速力 で あ る關係 か ら推進器の廻 り方 を或 る程度以下 に

遲 くす る ご反 っ て效率が 悪 くな りますか ら、 少 し效率惡 い の で 忽ん で も single 　reductioiL

に して お く方 が 崟鱧 こ して 利 盆 で 電氣推進の 此 特徴 が利 用 出來 な い 事は電 氣推邏器 の 爲

惜 しむ べ きで あ b
’
ます 。

　　　　　　　　　　　　　　 第　　 　三 　　 　表

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「タ ル ビ ン j

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　毎 分 回轗 數

　　　　　　〆戰　　艦 　　長　　P「1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，
750

　　　　　　1輕 溺 磨 　 　 （蘇 嬲

號 げ 淋 型麗 艦 飆 　 　 　（鰈 嬲9
　　　　　　航室 母 艦 購 　 　 　 （蘇 邑嬲
　　　　　　 米商船

“ American　 Legi・n
”

（二 段齒車式）3，
630

劉轡野
：： ill愚

美 洋丸 は 一度 1notor で 回轉が
1
／6 に落 され 更 に

して
t

／45 に 減速 され るの で あ b ます 。

推 　進　器

毎分 回 轉數

230

380

400

250

110

175117110

120

　 d” ct まり 11

塩 ，

黝

1：鋤
11
♀窪）

33．00121818

20

6x7 ．6 ：＝ 45

gear で 其 の
1
／7．59L す る の で 全體 ご

ReductiOfl　Ratio及回轉の 變更

　推進器 の 回轉は船の 速力に大方正比例す る もの で 從 っ て船の 速力 をか へ る爲 に は推逕

器 の 回轉 を鍵更 す るの で あ b ます atUl
’bine　E 直結 の もの で も gear して あ る もの も推進
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Starting

　 Ge・Lr　driveで は sttし1
’tin9 に 對 して 特殊 の 装置 を要 しない で すが電 氣推進 で は之 を考慮

に お か な けれ ば な らSUの で あ 1， ます 。 船 を動か す前に 先 づ generator丈 Slow に excite

せ す に廻 して ts き ます此 場合 電壓 は零 で め b ま す 、 次 に n コot 。r を起動 す る の で す が

induction 川 otol
’
を起 動 す る に急 に早 い c ：

’ela の 交流 を逾 る ご startiDg 　 torqlle が甚 だ 小

さ く推進 器の廻 b出 しが困難 で あ ります、 故 に 特殊 の 装置を設 け る 必 要が ゐ る の で それ

に は 種 々 の 手段が あ ります 。

　 （1 ） 起 動 の こ きの み mot ・r の Feconda 〕
’
y　coil へ 抵 抗 を加 ふ る方法

一一 “ Tennesse”

“
　XVashington，” “ Co］Oi

’
ado 　

”

美洋丸其他 1
孔lungstrこlm 　Turbine の 電氣推 進 で は液體抵 抗

器 を使用 し
“ Langleジ

’

で は水 で 冷却す る 抵抗器 を用 ゐ て 居 り ます 。

　 （2 ） 1）Oltble 臼quirrel　C そLge 式 ご名づ け 1110七｛・r の seco ｝
’
idary に 抵抗 の 異 b た る 二 樣

の coil をお き起 動 の こ きは 電流 が 主 E して 抵抗の 大 きな方 を流れ る樣に しナこ る もの
一一

‘‘ New 　 Mexico ，，

は之 で す e

　 （3 ）　 （2） E 同様の 原理 に して seco コ1clary が 高抵抗 の squirrel 　 cage ご 逋常 の 捲 線 よ

1）な り起動 の こ き switch に て 捲 線 の 電 路 を開 き高抵抗 の sqlli ］
・
re 】 cage の み働 か し て其

後之 を短絡 せ しむ る方 法
一一一 “　California， ” c‘

　Mary］and
，，

及
“ XKTest　Vilgillia，丿

　其 他一般に 起 動 の こ きの み generatorを sl。w に 廻 し cycle 數 を減 じ且 っ generatorの

excltatiou を張 くして normal の “
L き よ bvolt を高め 起 動 した る後 volt を no1

’iTialに

下 し 9UTIerlLtOl
一

ご
一所 に motor の 回轉 を墳 加す る手 段 に よ るの で あ ります 。

　 次 に ：）
’
nchron （，lls　 motor は 何 か の 方法 で 廻 し synchronous 　 spee （I　 l二逹 した ご き に field

へ 直流 を逾 り syiichr 。1・。us 　mo 七〇r こ して働 か しめ るの で あ り ます 。 之 を行 ふ に他 に も方

法 が あ ります が General　Electric に て 製 造す る推進用 syllchronous 　tn 。tor　 t：は 直流 の

fivld の 外周 に Au ・ortisseur　winding ご名づ け て bar を並 べ て 置 い て 簡單 な induction

motor 　 E 同樣 に して 9yllchronous に 逹す る迄 inducti。11　u ］oter こ して作 働 せ しめ るの で

あ b ます 、 此 場 合 に 今申 し ま した 9・　tarting　 torque を増 す特別 の 裝置 は な く一般 の 方法

に よ る の み で あ ります 。

Reversing．

　Tm ’bine は 直結式 も gem
鹽
式 も逆轉 は 出來 な い の で 推進用 の樣に 逆轉 を必要 こす る も

の に は 別 に後進 turbine を装備せ な けれ ば な ら澱 の で すが 、 此 後進 turbirieは使用 す る
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場合が少 く且 っ 短時 間で 李常は蒸氣 を逸 らす に 眞室 中に室轉 さ して お くの で すか ら出來

る だ け衙單 に構 造 しな くて は損で 、 斯樣 に す る爲一馬力に 非常に te　Illな蒸氣 を要 し結局

Boiler全 部を使つ て も前進全力の 4 割位の後進 馬力を出すに 過 ぎ ませ Ut。

　三 相 式 の 電 氣推進で 船 を後進 さす爲 に推 進電動機 を逆轉 せ しむ るに は先 づ 三 線 の 内二

線 の接續 を逆 に して （之 は switch に て簡箪 に 行 は る）前進 同樣に起 動 すれ ば宜 しい の で

至 つ て 簡單 で 之 に 要す る時 間 も短 か い の で あ ります、 逆轉の 場 合に も tUi’biile ご gerle−

rlter ざ は回轉方 向に i變 りは無 い か ら機械 に無理 す る こ ご が な く馬力を亦 前進 ご略同樣

に 出す こ ごが 出來 ます 。

　後進 turbine を別 に備 ふ る こ ご な く然か も後進力が 前進同樣な る こ ご は電氣推進 の 最

も大 な る優秀性 で あ ります 。

　後進 力が大 な る こ ご は船 の 操 縱上多大 の利 盆 が あ ります、 然 し現在の geared　turbine

の 後進力 の程度 で 船の 取扱 に格 別差支 は な い 帥 ち多々 釜 々 辨す る的の 利 で あ b まして 寧

ろ後進力の 大 な る こ tL よ b は電氣推進 に 後進 turbine の 必 要の ない こ ご が 優れ た 利盆 で

す 、 何故 か ご 云 ふ ご之 が 爲 turhine が 簡單 に な り1重轉 に於 け る無理 が 無 い か ら計畫 も樂

に な り蒸氣 ぱ經濟 に な り叉今後魘 力 も高く過熱度 も高い 蒸氣 を使用す る樣に な りま して

も構造 は餘程樂 で あ ります 。

電氣機械の 冷却装置、室内の 温度 、震動 、誉響

　Gienevatorや lnotor で 抵抗其他 で 出來 る熱 は機 械の力量 が 大 な る だ け莫大 の もの で あ

b ます 、 普通馬 力の 百分 の 五 六 以上 熱 ざ な っ て放 散 され る の で あ りますか ら例 へ ば十八

萬 馬力 の 軍艦 で 出來 る XVaste　heat は 一
萬馬力以上 に相 當 す るの で か な り大 きな 商船一

隻が 航海中淌費す る燃 料全 部 ざ 同 じ分量 に な る譯 で す、 是程多量の 熱を發生 す るの で す

か ら自然 の 冷却で は 間に 合はす何か の装置 を必要 こ す る の で あ b ます、 從 來は fan で 機

械室の 室氣 を generator　SP 　・・lotQ ・
’

の 内を洗遏せ しめ て 冷 す方注 で 神威 も同樣 で装 置 圜 に

見 られ る樣 generatov　 gL 二 つ の motor か ら上 部 へ 七rnnk が 上 り一本 に 合 して上 甲板 へ

昇 っ て 居 ます 、 之 は暖 まつ ナこ室氣 を上 方 の 室 外 へ 逃 散せ しむ る爲 です、 米 國の六萬馬力

9L 十八 萬馬力戦艦 に は暖 まつ tこ室氣 を室 外へ 出 さすに 之 を海水 で 冷却 して 循環せ しむ る

方法 を 9L る こ ごに して 居 b ま した 、 何 分 VOlume の大 きな室氣 を要す るの で trUnk も大

き な もの に な b中 々邪 魔 な もの で あ ります 、 geared　turbine に 於て も此種類 の waste 　hea七

は出來 ますが電氣推進 よ り量 も少 く且 油 で 冷すの で すか ら餘程 こ じん まbす るの で す。
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　電氣機械冷却用の fhnは叉 機槭室 内を換氣 す る こ ご に な b ますか ら自然 室 内は そん な

に 暑 くな りませ 濾叉 coni ／rel 　P】aLform は蒸氣管等 をな る べ く遠 く装備すれ ば當直 者 は餘

程 凌 ぎ易 い の で あ ります 。

　震動 も概 して geal
’

よ り少 い の で あ b ます是 は tu1’bihe ご shaft を連結せ す に 二 分 す

るか らで あ る ご思 ひ ます 。

　室 内の 騷 音は 電氣推 進 の 方 が 靜 か で あ b ます 、 尤 も冷却用氣の吸 込 口 に於 け る音 は か

な り き こ 」＼ ます Q

勢力の 分配併合並 Generator 一 基の

Twin　Screw　Ship．

　 是 は電氣推進に 於 て な し得 る大 な る 利點 で あ b ます 、 例 へ ば戰艦 で は 4 臺の ・notor に

樹 して 2 臺の gelleratorで 孚力以 下 に て航海す る ご きは孰れ か 一臺の gener乱t。］
一

で 4 臺

の motor に 途電す る こ ご が 出來 て turbo −gencrator並關聯 AiixiTiaryを使用 しな い 丈經

濟 に な b ます 、 十八 萬 馬力の 巡戰 で は genevat・r が 4 臺 ｝notor が 各 shaft に 2 臺全體

で 8 臺 あ ります 、
19 節以下 は 孰れか 1 臺の S’eneratol

’25 笛以下 は 2 臺 で よ ろ しい 。

c‘

　La・ngley ”

は 1 臺の gene］
’
atol

・
ご 2 臺の induction　1）

’
1。t。r あ り神威は 2 臺の Synchiionous

motor に 樹 して 1 臺の generatorを備 へ て 居 ります 、 是等 geuerator一 臺の 船 で は その

一 華に故障が あ つ た こ きに 非常 iこ困 りますか ら exciter 兼用の auxilialy 　 generator へ

A ・C．generator を連 鴇 して 之 よ b2 臺の 1notOr へ 逾電 して低速力に て 航海 を續 け得 る

凖 備が あ ります 。

　神威 に は 625K ．　W ．750　volts の 豫 備交流發電機 1 臺 あつ て turbi旺e 又 は gvnerator

若 くは m 皇  in　condenser 　l：故障 あ る場合 是 よ り 2 臺の main 　motor へ 途 り毎分 55 回轉

船 の 速力約 7 笛 を得 られ ます 。

　 gener〜Ltor 一基 で “wirl 　screw の船 が 出來 る ご 云 ふ 事 は 電気推進の 面白い 所 で あ ります

sin81e 　 scl’ew で は港 の 出入 や水 道 を通 過す る場合操縦が 不便で 叉航海中一個所 の 故障で

船 が 動 けな くな る不安が あ t
） ます 、 さ beL て小 馬力の 船で 2 組の main 　englne を備 ふ る

二 ご は 重量 Space 價格 の 點で 不經濟 で す
（‘

　i・angley
”

や紳威 は其 中間 に 位 す る もの こ考

ふ るが 至 當 で あ b ませ う。
in（lucti〔ln 　mQtc 〕r で secondary に 外部抵抗加載器 を隲ふ る船 に

於 て は爾船推 進器の 回轉 を違 へ 得 る の で すが 、 乖申威の 樣に synchr ・・IQUU 　 l・1・t・・
’
の 船 で は

雨船推進器 の 回轉は常 に 同
一

な る に 限 られ ます 、 尤 も
一方丈 け停止 又は 逆轉 さ せ る こ ご
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は隨意 で す 、 之が 爲 め旋 回の こ き多 少加減の や b に くい 所 が あ b叉早 く走つ て い る ご き

大 きな舵 をざ る ご 内側 の mo 七〇r 及 thrust 　bcaring 等 に 無理 す る 二 ご が 起 り易 い で す・

然 しな が ら　One　 engine 　 twill　s
ρ
re 、v ご 云 ふ 装置 の 出來得 るは 電氣推進 に 限 る の で あ り

ます 。

　以上 は 馬力の 分配 の 方 で すが Diesel　electric　driveの 場合 に は moderate 　size の Diese1

で 起 す電氣 の 何 臺分 か を集 め て使用す る こ ご も出來 ます 。

　勢力の 分配 併合に 對 して 電氣推遜は大 な る利 點 を もつ て居 る もの で あ ります・

　　　　　　　　　　　　　　　　 Overload

　急激に 後進 を始む る E き叉船が 座礁す る際或は荒 天 の節 rolling
，　pitchingす る ご き等

・nain 　ellgine は短 時間 の overk ）ad を受 け るの で あ りますが 、 之 に 耐 ゆ る性能 に就 て は 電

氣推進 の 方 が gear に 勝 つ て 居 b ます・ 是は mechaniCl ・l　cennectlion な く flexibiIityが 多

い か らで あ b ます 、 然 し thrust　bearingが餘 裕 が ない ご之 が さ きに 襟傷を起 す こ ご ご な

ります 、 ヌ，overlead に て 績航 し得 る 時間 の長短 は 罐の 汽釀力や turbine 等 の 計畫iの 際

の 餘裕 の Eb 方 の程度 に よ る の で 機 關
一般 の 事に な りますか ら generatorや motor の み

之 に 耐 へ tこ所 で 效 力の な い 譯で あ り ます・ 序 に 申上 げ ますが 各部 の 強味を適當に 許 しtこ

機 關 で な けれ ば良好 な る計畫ご は 申 され n の で あ b ます 。

Operating　Govemor

　碑威其 外米 國の 電 氣推進の船 の Inain 　turbine に は OI｝erating 　gos
「ernor ご稱 す る もの

を備 へ て ilO−　b ます 、 神威 の もの は Electric　hydraulic装i で ゐ りまして Control　I）］atfbrni

に 於 て switclt を動 か す ざ gover11〔〕r の 調 整が ff　t）之 に よつ て 1ilaiLl 　 t”rl）ine の throttle

va ；ve を開閉 し從 つ て turもineの 回轉が 變 る の で あ b ます其 の switch を止 め て 置 くご蒸

氣 壓力や 1・acl が 變 つ て も governor の 働 に よつ て 自働的 に turbine の 回轉 を一定 に 維持

し て行 く装置 で 調整範圍は全 速回轉 か ら其 の 四分 の 一迄 で 其 間 か な り細 く加減 が 出來 ま

す 、 此 operat 三11g 　governor は電氣推進 の turbine ば か りで な く諸種 の s士eam 　 ellgine に

裝備す る こ ご が 出來 、 李 常 は取扱の 手數 を省 き荒天 の 際 は Racittgをなか らし め或 は艦

隊 の
一

番艦 に 在 b て は 回轉 の 變動 を減す る等多大 の 利 盆 を もっ て居 る の で あ り ます 。

　此 Operating 　gO・’ernor 　 lよ 。ver ］Oad に 耐 ゆ る 性 fi旨を有す る電氣推進 に應用 して 最 も妙

で 上 記の 外 に motor が synchronisiii を踏 み 外す危險 を豫防す る に 必要 な る装置 で あ り

ます 。
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安　全 裝　置

　Main　 circuit の 電 壓 は神威
“ Lang ］ey

”

で 21300　volts
，

“ New 旺 exico
”

で 4
，
242

volts ご云 ふ樣に 高壓 で あ りますが generatorの field　switch を ofr に しな ければ 1naill

circu ｛t が きられ な い 樣 に安全 裝掻 を設 け て あ り從 つ て 1）Mi ・・ Switch を筌中で 開い て も

sP 乏、rk が 生 じな い の で あ ります 。

　過大 な電流が 通 る ご 凡 て の swi 重cll を自働 的 に 開い て之 を止 め る安全装置 もあ ります 。

　ヌ．turbine に は operating 　governor の外 に 二 樣の emergency 　governQr を設 け turbine

が 急 に no 　 load に な りた る ご き或 は船の 停止中 tturbo−1
’
enerator の み室 廻 しつ 丶 あ る 場

合等に turl ）ine が 或 る度合 を超 ね て早 く廻 b過 ぎ る ご 自働 的に throttle　valve を遮 斷 し

て 遠心 力の爲 に turbine が 破 壊 され る を防 ぐ装置 を備 へ て お ります 。

　　　　　　　　　　　 取 扱、管理 、故障、缺損 、壽命

　 次 に 電氣推進式に 於 て 是等の 事は こ うで あ る か ご 申 し ます ご先程申 し ました通 り此式

に 特殊 の個所 は turbo−generatorご mot ｛・r 並 に此 の 兩者 を連絡す る電 路装置 の み で boiler
，

thrllst　bearin9其他 の bearing諸 々 の Anxi］iary　It｝achine1
−
y に 關 して は通例 の steam 　ship

ご逹 ふ 所 は な い の で め b ますか ら其 部分 だ け考 へ れ ば よろ しい の で 取扱 に 關 して は港 の

出入 b に 】no 七〇r の み 動 か した り止 め た り又逆 轉 せ しめ て も turbo −generatorは い っ も
一

定 の 方向 1：廻 して お くこ ご丁 度自働車 ご 同 じ こ ご で geared　turbine に 較 べ る ビ 遙か に た

や す く之 に 要す る 時 間 も短 か く敏捷 に 發停逆轉 を行 ふ こ E が 出來此事は船の 操縱に 便釜

を與 ふ る こ 9L 多大 で ゐ b ます 。

　運轉中の 注意 ご い っ て も格別面倒 な こ 〜三は あ りませ 諏 tS 叉電氣の 諸計器は tronb】e　de−

tector　 E して利 用す る便が あ り ます 。

　次 に 管理 の 難易 に 就 て は之 も電氣装置 に 濕氣 を帶ば しめ ない こ ご や Control　llane］ の

電 路 接 績部 に 弛 み な き樣注 意す る事 等が 違 っ て 居 る だ け で む つ か しい もの で は あ b ませ

臥 運 轉 中大 氣か ら濕氣 が來 る こ ご に 對 す る心 配 は あ りませ ぬ が 、 碇 泊 す る場合 に 對 し

て は heatei’ を設 け て機 械室氣温 以上 に 暖 め て 濕氣 の 凝着 す る を防 ぐこ ご に して あ b ま

す、 紳威で も generato1
’

に stetLlll　heater，　motor 　lこ eleetric 　lleaterが あ つ て 5 乃 至 10 度

氣 温以上 に保っ 様 に 設備 され て あ り ます 。

　推進用 電氣機械の故障缺損壽命は 一般の 機 械の 通 り計畫使用材料製作 取扱管理 等の 巧

拙で 弗常に 差 が あ ります 。 氷國製 の 推進用電氣機械並 装置は 通例 故障缺損 は 極 く稀 で あ
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b ます叉 gear に較 ぶ れ ば使用に 從つ て bearhig　brass の磨耗す る こ ざ は 同樣 で あ b ま

す が gear の 齒 に相 當 す る もの が 無 い こ ご は軍艦用 こ して も商船用 こ して も電氣推進 の

利 點 ご考 へ ら る 丶 所 で あ ります 。

　然 し一方機械室 へ 海水 が 浸入 した り敵彈 で 一部が破壊 され て 高壓 電流の 絶 縁が こ わ さ

れ 亢 場合 等は 其害は 非常 に大 な る もの で あ b ますか ら、 軍艦 こ して は充分 の 防禦 を講 じ

て お か な けれ ば な ら漁 〜三思 ひ ます 。

　之 を商船 に探 用 して 取扱者 を得 る に 困難 は ない か ご云 ふ 問題で あ ります が 、 此 こ ttの

み で は あ りませ 21）　
．

一般 に Pl
’illcil｝］e の か わ っ tzもの は初 め 暫 ら くの 間は 自由に取扱 へ

な い もの で 9eared　turbine の 如 き高速機關 が recipr ・cating 　engine 　 l二較 べ て む つ か しい

所 もあ りた やすい 所 もあ る ご 同樣 で あ b ます 、 電氣の idea の 普及 して い ない 日本 で 今直

に 多人數 を得 る こ ご は容 易 で ない の で あ ります が 、
turbine　electric ヌ，は Diesel　 elect 「ic

の船 が 漸次 採用 され る場合 に 之 を養成 して 行 く事は敢 て 困難 ざ考 へ ませ ぬ 自働 車 engine

の 取扱管理 は や さ しい もの で あ りませ SUが 自働 車 の 普及 に 件っ て 相 當に 管理 手 入 を出來

る蓮 轉 手 が増 加 して 行 くの ’
Le 同樣 と 見 られ る で は な い で せ うか 、 若 し此

一
點 の爲 に 電 氣

推進 の 探用 を躊躇す る人が あ らば愚 か な事 ご云 はな けれ ば な b ませ Ut。

燃　料 　淌　費　額

　燃料の 經 濟 ざ い ふ 事は商船 に 於 て も軍艦 に 於 て も極 めて 肝要な る 問題で あ ります 、 之

を全力 ご巡航 こ の 二 つ の場合 に分 け ご考 へ て 見 ませ う、先づ 全 力の 場合 に geared　turbine

て turblne か ら propel］er　 shEif 七 に power を transmit す る 間 に 甼均 sing ］e　g
’
ear で 25 ％

double　 gear で 5％ 失はれ る の で す が 交流式電氣 推進 に 於 て は generator　 motor 双 方 で

合 せ て 約 8％ の 損失が あ ります か ら 9・　ingle よ b5 ・5％ clonble よ b3 ％ 悪 くな る の で

す が 一方 turbine を高低壓 に 分た ざ る
’
e 後進 tUt−bine を廻 しお く無 駄の 省 け るた め 3％

位 の 利 i益 あ り全體 t して single 　 reduction よ b2 ．5％ 悪 く double　reduction ？
L 　Vaぽ 同

等 で あ る 8 云 ふ 勘定に な ります 、 巡航 の 場合 の 比較は 目下研 究調査 中 で 數をあ げて 申邇

べ る こ ご は 出來 ませ 澱 が電氣推進 の先程i颱ぺ た Pole　change の 装置 の な い もの で も低 速

に な る に件 ふ 效率 の悪 くな り方が 少 い の で 此上 に pole　change を加 ふ れ ば效率 は 割合 に

良好 な筈 で あ ります が 、 然 し他方 に turbine を高低燃 に頒 たす に 段落數 を少 く して あ b

ます か ら此事が低速 に於 け る效牽 を害 ふ ご い ふ 缺點 もあ 1） ます、 本年 一月 に 横須賀 で 諱

綱の 航走試 驗 を施 行 され ま して其 結果神威 は低速に 於 て は一馬力 に 對 す る蒸 氣 淌費量は
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大馬力の gem飆 tnrbine の軍艦 よ り却 つ て 惡 く出まし7C其原因は調査中で あ b ます が

pole　change を行 ふ設備 な くturbineの st匙ge の 數少 く且 つ 全馬力 の少 い tこめ c・nst とLnt 　l・ss

が割合 に 多 い た め では な い か ご思 はれ ます 。

　又電氣推進 の turbine が 高歴 過熱蒸氣 を使 用 す る に便利 なる こ ご tnrbine を車由’
Le 離 し

て据付得 るた め 大 な る eonclcnser を備 ふ る こ ご が 出來 て 高度 の 眞 筌 を利用 し得 る利 が あ

り又 geared　 t，urbille に 比 し shuft の 傾 斜 を裁 じ從 つ て船體 の 抵 抗 を減す る こ t 等は燃 料

經濟上 無覗 す べ か らざ る所で あ b ます 。

機關の配備 、重蛩及 Space・

　電氣推進 の lua
』
n 　 el18・ille即 ち 士nrbine

，
　generat。r

，
　 control 　 panel，　 cab ］e

，
　 motor の 重量 や

lt？aee は 一般 に geai
’
ecl　tLU’bine の turbine 及 reduetion 　gear よ り多 く要 す る こ t 第四表

の例 の樣 で 其 差 の 割合は 馬力の 大 きな もの に な る程少 くな ります叉大 きな船 に な る ご 機

開の 配 備 ご密接な關係 を もつ てお り ますか ら　main 　engine 固有の重 量 space の み を比

較 して 彼是云 ふ は當 を得 tこ もの で あ b ませ an。

　　　第四表　毎軸 馬力に 劉 す る Tllrbine及 丗r昌nsmissio11 装置重量 （听）

　　　 電 　　氣

c ’ liangley，，

神 　威

‘‘　Ne 、v　　亜｛cxi 〔｝u 　
，，

推　　進

54．9

44．8

35．5

戰 　艦 （直結）

同　　（geav）

米 商船
“ Peninsula　 State”

同
‘‘ AluerlCan　LGgion ”

3Q．0

10．7

23．5

30．6

　　　毎 100 馬力 に 對 す る
「i
’
　Ul’hiiie及 Gear （或 1よ （｝enerato 】

■
）
Motov 及 Cuat・rel）

　　　 の 占む る 床面積 　（牛 方吠）

　　　　　　示申　　　威 　　（電氣 推進 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6．80

　　　　　　米 商 船
・ P ・ni … 1・　 St・ t・ ”

1觀襤
du
つ 　 　 2．75

　　　　　　同 　
・ An ・eri ・a … L・gi・n

”

（諭
b
謙

du
う　 　 2・93

　何故 なれ ば大 きな船 に な る ご turbine　gelleratorを出來 るだ け boilerに近 く置 い て蒸

氣管 を短 か くす る こ ご 例 へ ば十八 萬馬力 の 米 巡戰 で は boiler　ro 。 m を一罐宛の 防水 區劃

に 納 め て generator　 roOm の 周に 配 列 しナこ如 きは ］最 もうまい配 備 で あ b ます 。 又 space の

關係 で 紳威 の 様 に turbille　S’eTlerator を上段 へ 置 く事 も出來 ます、 次に moto ・
’

は出來 る
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丈舶の 後部 へ よせ て sh 乳ftを短 くせ な けれ ば な らSU
、 併 し回 轉の遲 い motor に すれ ばか

な り大 き な直徑 を もつ て い る爲 あ ま り船 尾の 幅 の 狹 くな る所 へ お き得 anの で あ b ます 。

是等 の 装備 は小 さ な船 で は如 同樣 1こ考 へ て も大 軆配置 の きまっ た もの で 何 ご も致方 あ り

ませ ん が 大 きな船 に な る ご配 備 を よ くすれ ば重量 や lpace を節減 し得 る の で あ
「
｝ ます 、

ヌ機 關全體 の 重量 の 比稜の 例 は第五 表 の 樣 な もの で三 萬馬力の
“ Iew ］

’lexico　”

は割合

に 重 く之 に 相 當す る直結 tUi’birieの 日本の 戰艦 よ b却 つ て重 量 をこ っ て 居 ります が 十八

萬馬力の
“ Lexingt・ロ

” C；lassに な ります ご非常 に 輕 くな り日本 の 巡戰 ざ 5％位劣 る だ け

で あ ります 。

　　　　　　　第五 表　毎軸 馬力に對 する 推進機關總重量　（听）

　　　　 電

　
‘‘ Lallgley，，

　乖申　 威

‘lNew 　 Mexico ，，

“ S｝a ］
1atega

　
’，

氣 　　推　　進

345

222

169

77

戰 　　　艦 　（直 纈

同 （gea1
’
）

巡 　 　 戰 （gear）

輕 巡及驅 逐　儂無
も
）

128

89

74、

32・v33

　其理 由 は馬力の 大 な る の こ b・ilerを輕 くしk 外各部 の 改良進歩 に よ る もの t 考 へ ま

す 、 機 關の 總重 量 で 比 較す る場合 に は罐 の 型式 、 管の 太 さ 、 圓板、 煙 路煙 突 の 板 の 厚 さ

等 は重量 に 大 關係 が あ りますか ら餘程氣 をつ け な い ご眞相 を謬 る もの に な ります 、 例 へ

ば 日本 の 輕 巡洋船以 上 は我 國に 重 油燃 料 の 少 い た め
一

部 は石炭重 油混燒 式の 罐 を もっ て

お b ます の で 米 國の もの は 全部重 油燃燒罐 で すか ら重量 Space は大 變樂 に な ります 、 叉

機 關室の space の 比較に 就て は engine 　room や boiler　r。om の pl甜 brln の 廣狹 は 大 に

考慮 を加 へ な けれ ば な らSU もの で あ b ます 。

推進用電氣裝置の 計畫製造價格

　電氣 推進 の maiu 　engine を計畫製 造 す る こ E は何分馬力の大 きな もの をな る べ く小 さ

く造っ て然 か も充分堅 牢 で な くて は な らぬ の で すか ら餘 程困 難の あ る事 ざ想 像 さ れ ます

米 國の General　Electricや XXTestingh・T・1　e の 樣 に 非常に 多 数の 陸上 用電機 を計畫 製作 し

て 熟練 を積 ん だ製作所 で も立 派 な推進用の もの を作 る に は餘程 研究苦心 して居 る もの こ

認 め るの で あ り ます 、 價格 に就 て は 只今申上 げ る丈 の data を もち ませ SOが概 して gear

よ b高 い 樣 に考 へ て 居 b ます 、 然 し Initial　cost の點 の み で 電氣推進 を見捨 て る 程度 の

差 で は な い ご思 ひ ます 。
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　此 等の 點は我國の 工 業現 状に於 て 電氣推進 の障害 こ な る大 原因 で あ b ますが 全體 を綜

合 した 上 で優 れ る方式 を探用す べ きで あ b ます 、 假 りに 、1氣推進 が gear　IZ優れ る もの

こ すれ ば戰艦 に 劉 して は勿論商船 に 封 して も例 へ 今直 に 出來す ご も追 々 ご 出來得 る樣吾

々 は發達 せ しめ な けれ ばな らぬ こ ご は 明か な事で あ b ます 。

Diese囗　E置ectric 　ProP匸11sio覿

　Diesel　electric 　pl
・OI ）U 】siol ・ は turbiue　 electric の tuvbine の 所 へ Diesel　engine を用 ゆ

る もの 帥 ち 1）ieg．　el で generatorを廻 して 電流 を起 しそれ を m ・tor に 與 へ て推進器 を回轉

す る gygtem で 近來 Dieselの 探用の 擴 り來れ る ご共 に 頭 を持上 げて 來 た もの で principle

に 於 て tLU’bine　electric ご 慝】樣 の もの で あ り ます唯異 る駈は Die9・　el が turbine の 機 な

high　Speed 　en9 三ne で な い こ ご ご電流 は直流 を利 ざす る所 で あ ります 、 直流機械 は交流 に

比 して 5％ 程效率が 劣 b ますが m 。t・r の回轉の 變更が 隨意に 出來運轉が
一層簡單 で 且

っ 全力 に 於 て は 二 臺以上 の generをLtor を series に運 轉 す る装置 に な し得 る所 に あ b ます 、

回轉卸 ち cycle の 變更 を必 要こ する 電氣推進 を交流 に す る こ すれ ば serieg．叉は parlしllel

に 運轉 す る こ ご は甚 だ困難 に な ります 、 又直流 に し て も parallelに蓮轉 す る事 は Dieg・　el

に適 しませ Ut
、 叉 2 臺の Diesel　generat・r を装備 す る こ せ ば全力の ご きは 2 臺を ser ｝es

に 使ひ 雫速以下 で は 1 臺に して 二 分の
一 の電趣 で motor に 遘 る ビ 大 に 利盆 で あ ります 。

　一
例 に よ り ます ご 正400馬力の Cargo　ship で燃料清水 、 潤滑油 の 費用 は普通 の 三 段膨

脹式 reciprocatiug 　engine 【こ比 べ る tll　 DieFel　 eleetric は二 分 の
一

以下 で 非常 に 經濟 に な

り ea1
’
go　 space に 就て も利 が あ るの で あ ります 、 唯 initial　 cost は幾分 高い もの 〜三思 は

れ ます 。

　私は 此 Diesel　e ］ectrie に 就て 大 に 興味 を屬 して い る の で あ り ます 、 殊 に 重油燃料 の 値

段 が 下 つ た今日 Diesel　electric 　ship の試用 を此處 に御 集 りに な つ て ts い で に な る方 に 御

勸 め す るの で あ り ます 。

結 諭

　今迄電氣式 tgear 式 ざ に 就 て 項 を分 ちて 詳細 に述 べ ま しtc所か ら充分 に 御 了解 の 事

ご思 ひ ますが 現 今に 於 て は兩式ご も立 派 な もの で 實用 に 適 す る もの で あ る事は疑 の 無 い

程進 歩 した もの で あ ります 。 其 優劣は 如何 に ご云 ふ に 各
一得 一失 で 將來 凡 て の 軍艦 商船

の 機 關 は gear 式 を全 廢 して電氣 推進 を採用 しなけれ ば な ら澱 ご云 ふ の も大 な る謬 見 で
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す が さ b こて 一顧 の價値 さ へ な き もの こ して之 を見限 るの は極端で あ b ます 、 船 の大 さ

種類、 推進機關に許 さ るべ き重量 space に よ つ て 或 る場合 に は gear が 總體 こ して 有利

で 他 の 場合 に は 電氣推進 の方 が優 る もの が あ ります tS 輕巡洋艦 、 驅逐艦 の樣に 船全鱧 が

小 さ く輕 くて 高速 を得 る 僞 に大 きな馬力を出すtこめ に 極度に 重量や space を き b っ め な

けれ ば な らUt もの に電氣推進 を入 れ て も機 關の 配備 も殆ん ご變 更の餘 地 な く結 局他 に 利

あ b て も機關の 重量 svace の 増加が 艦の 價値 を下 げ る事に な る の で 此種 の船 に樹 して は

gear に 限 る樣で あ b ます、 米海軍で も此 種 の軍艦 に 電 氣推進 を装備 しtz こ ご もな く叉

計畫 を して居 らUtの を見 て もは っ き りして居 b ます、 之 は別 こ して 其他 の戰艦 及
一般の

商船 に 於 て は果 して 孰れ が 優れ るか は今後大 に研究調査 を必 要 ざ す る所 で あ b ます、

其調査 は簡單 に 見へ ま すが 、 何 しろ船の種 類 、 大 さ等に 就 て 澤山の配 備圓面 を調 製 し

weight
，
　 space

，
　 perfor1・・ance ，

　cost を計算 して 比較す る等か な bの 大仕掛 で あ b ます 、 推

進機 關 の型 式 ご云 ふ こ ざ は 戰艦商船等一般の こ ご で 單に enginecring 上 の 事 で な く國防

上 叉營業上 の 一大 問題 で あ b ます か ら關係の engineer は 披衛上 の 事を熱心 に研 究 し

el
’
igineer 以 外 の 當 局者 は engil ⊥eer の 研 究 を轍底せ しむ こ 9L

に 盡 力 を要す る事 で あ る ’
Le

信 じて居 ります 。

討 論

O 會畏代理 （華賀譲君 ）　 それ で は御質問な り御意見が あ ります な らば ざ うか ………

O 山本武蔵鷺 　ち よつ ご 伺ひteい 事は 、 十三 頁の 下 の 方で 「ギ ヤ ー ド ・ タ ー ビ ン 」に 比 し

「シ
ャ

フ ト」の 傾斜 を減 じ從っ て 船體 の抵 抗 を減す る こ ご ご 云 ふ の は ざ う云ふ 事で すか

O 鹽谷信武書　「ギ ヤ ー ド ・ タ ー ビ ン 」で は「ギ ヤ ケ ー ス 」の ナこ め に「シ ャ フ F」の 傾 斜 を増 し

從 つ て 抵 抗 を増加 す る の で あ b まして 、 船體 の 抵抗 ご云 ふ こ ご は「シ ャ フ 5」の 「ア 。
ペ ン

デー ジ 」の 砥抗 を増すご云 ふ 意味で 般體本體の 抵抗 ご云 ふ 意味で は あ りませ ゐ

O 山本武藏看 　もう
一

つ 伺 ひすこい の は十六頁で 、 「庖 流機械 は変流 に 比 して 五 ％ 程 效 率

が 劣 b ますが 「モ ー タ ー」の 回轉 の變更 が 隨意に 出來云 々 」 ε云 ふ 所で あ りますが 、 i　 th

機械 の 回轉 を隨意に 變更 す る事 は如何樣 に して致す事に な b ますか

O 鹽谷信武君 　回轉 の 速度 は 1 交流 の方 は「サ イ ク ノレ 」に 依 b「ボ ノy テ ー ジ 」に 關係 あ b ま

せ 濾 が 、 直 洗 の電動 機 な らば 回轉 の變更 が 隨 意に 出來 る ご云 ふ こ
9L

を言 っ ナこの で あ i） ま

す
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○ 山本武藏籍　「ぜ ネ レ ー タ ー」の 「フ ヒ ー一・7V ド」を「コ ン ト ロ ・・一ノV 」す る の で すか

O 鹽谷信武漕　「ウ オ
ル
ノ
プ re ジ」を變へ る の で 其方法 はい くら もあ b9．す、 例 へ ば こ 丶 に

書 い て あ る逋 1） に二 臺の 「ぜ ネ レ ー タ ー」を持 っ て 居 る時 に は全力 の時 に は 二 臺 を使用 し

「y速の 時 に は 一齪 し・ 牛速以下の 時 は或 は 「ぜ ネ レ ー タ ー」の 「・ ヰ ・・ ド」を變 へ て も

「モ ー タ ー」の 「フ ヰ ノレ ド」を變 へ て も宜 しい 、 例 へ ば潜水艦の 水 中航行 は電氣推進 で あ り

ます が 、 「モ ー タ ー」が 二 臺 あっ て「シ リー ス 」に使 っ た 1）「パ ラ レ ノvj に 使 っ た りす るの は

其
一一

例 で あ ります

O 田路坦君　ち よ っ E 御伺 します が 、 神威 の 「ス テ ィ
ー ム ・ コ ン サ ム プ シ

、 ン 」及び「ト ラ イ

ヤ ．・；／」 をなすつ た もの を、 差支 な けれ ば 一緒 に 發表 して戴 い た ら非常に 參考 に な ら うご

思 ひ ます ・…＿ ・．「ラ  テ ー ノV 」をで ご ざ い ます

O 鹽谷信 武邉　十三 頁の 中頃 に書 い て置 き ましたが 、 低 速で 一馬力 に 樹 す る の が 「ギ ヤ

ー ド ・ タ ー ビ ン 」の 軍艦 よ b良 く出 な くちや な らぬ もの が神威 の 「トラ イ ヤ ノレ 」で は悪 く出

た の で あ ります 、 私 もAl 調査中で あ ります が 、 「タ ー ビ ン 」の 計畫iに 因 る もの が あ る の で

は な い か 、 其 外に も疑 問で あ る の で 發表 を見合 せ て い る次 第 で あ b ます

○田路坦 君 是 は私 共の 考で は「ス Z 一 ム ー＝ ン サ ム プ シ
。 ン 」は「 ＝

。
・一メ キ シ コ 」の 場合

で も普通 の 「タ ー ビ ン 」よ b多 い で す な

○鹽谷信武君 　全 力で すか

O 田路坦曹 全 力で す ………「ス テ ，
一 ム 」 を電氣推進 の 方 が餘計 に食 ふ の ち やない で す

か

○鹽谷信武君 　全 力の 時 は餘計食盛の で あ b ます 、 全 力の 時 は「ギ ヤ ー ド タ ノレ ビ ン 」に及

ばな い
9L

　geuvひ ます i 低 速 の 場合 は霓氣推進 の 方が 良 い 筈で あ b ます

O 鹽 谷信武君　それ で 輕巡洋艦 “
L か驅 逐艦 ご 云 ふ の は 問題 で は な い 、 唯殘 るの は餘裕の

あ る戰艦 t か 商船 等が 問題に な る の で 、 それ は是 か ら充分 研究 しな くちや な らan　E 思 ひ

ます

O 田路坦鷺 色 々御 伺 した い の で あ bます けれ こ も、 時間 もあ bませ ぬ か ら、 簡單 に 申

上 げた い ご 思 ひ ます が 、 電氣推逡 に な る
“
L …… …私 は軍艦 が 専門で すか ら其 範圍内で 御

伺 し ます ご 、 普通 の 「ス テ ィ
ー ム ・ タ ー ビ ン 」で す ご 、 「ダ メ ー ジ 」の あ つ た 場合 に 「タ ー ビ

ン 」が 雫分水 に 浸 つ て 廻 つ て居 つ た 例 も今度 の 大戰 に は大分 あっ たや うで す が 、 電 氣推

進 に なっ て は「モ ー タ ー」が 水 を被 っ た らご う も仕様 が無 い ご 云 ふ こ ざ に な つ て し まふ 、

ご云 ふ や うな 關係 で 軍艦 1：は 「エ マ ー ぜ ン シ ー」 t 云 ふ こ ご を考 へ る ご「ア ド ヅ ． ン テ ー

N 工工
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ジ 」 もあ るが 非常 に 「デ ィ
ス ア ドヅ ァ ン tr　・一ジ 」もあ るや うに考 へ る の で あ ります 1 叉十二

頁の 下 か ら五 六行 目に米 國製の 推進用電氣機械 は故障缺損 は 極 く稀 で あ る ご云 ふ こ tlrで

すか 、 實は 鹽谷 君 に御 伺す る の は少 々 お か しい の で す が 「メ y 一 ラ ン ド」の 故障の や うな

問題が あ る や うで す が 、 あれ が 矢張 り電氣推進で は あ りませ んか 、 もう一 つ は 燃 料淌費

額の 所に 歸 っ て 來 ますが 、 先 きに 山本 君 の 仰 しやつ た上 の所 に 、 「タ ー ビ ン 」を軸 ご 離 し

て撮 付得 るナこめ大 な る「コ ン デ ン ナ ー」を備 ふ る こ ご が 出來 て 高度の 眞室を利用 し得 る利

盆 が あ る」、 是 も商船 の時 に は さ うで せ うが 、 軍艦 の 場合 に 大 きな 「コ ン デ vy − j 一

つ だ け に して は 「コ ン デ ン 尹一」に 彈丸 が當 る こ か故障 が 出來た時「ノ “ キ ュ
ー ム 」が 出來 な い

ご云 ふ こ ご に な る 9L い け な い か ら、 矢張 り別 々 に「コ ン デ ン y − 」を概 かれ る こ S に な り

は しな い 力遥 思 ふ の で すが 、 それか ら巡洋戰艦 の や うに な つ て 、 馬力が 餘 計に な っ て 來

る ご 、

’
大 きな「m ン デ ン ナー」ご 言つ て も工 合 が 惡 い か ら、 「コ ン デ ン t ’」の 數が 或 は殖

わ やせ 蹌 か と も思 ふ の で すね 、 其結果「エ ン ジ ン ・ 7V −一ム 」用の 「オ ー一　｝ ジ リ ア リ r−一　R 一シ ー

ナ ソー」 の 數 及重量 が殖 臼 る E 云 ふ や うな疑問 を持 つ て居 る 、 それ か ら十五 頁の 所 に 行

つ て 、 製 造者 の こ S に付 き まして も、 亞米利加 海軍 で 實際電 氣推幾 ご云 ふ もの を使 っ て

居 る に も拘 らす 、 「メ ー カ ー」は「ぜ ネ ラ ノレ ・エ レ ク ト リ ツ ク 」U
’
「ウ ェ

ス テ ィ ン グ ・ ハ ウ ス 」し

か 無 い 、 さ う云 ふ 關係 で すか ら、 日本で も造 る ご云 ふ こ ざ に な る t 餘程 考 へ 物 に な る 、

ざ こ で 出來 る か ご云 ふ 問題が 出來 て 來 は しな い か ご 思 ふ 、 是 は考慮 に 入 れ て 置 く必 要 が

有 りは しな い か 〜三思 ふ ・ それ か ら「デ ィ
ぜ ノレ ・ エ v ク ト リ

ッ
ク

、
プ ロ パ ノン ジ

．
ン 」の こ ご を「リ

コ ン メ ン IS」され て居 ります けれ こ も、 是 は重量 の 點に 於 て は 遙 に 「ター ビ ン ・ t一レ ク ト

リ
ッ
ク 」よ り も殖 ね る や うに 思 ふ の で す が 何 うで せ う、 で すか ら軍艦 の場合 に は 餘程 考 へ

もの だ こ云 ふ 氣 が i敢し ます

0 鹽谷信武艝　今の 御 質 問に簡單 に 御答 い た し ます 、 防禦に 對 す る こ ご は 電氣本體 ご し

て は 劣 る の で あ b ますが 、 先 き申 しte通 b亜米利 加 の 巡戰 で は「ぜ ネ レ ー タ ー
」の 周 圍を

「ボ イ ラ ー」で 取 圍ん で N 其「ボ イ ？
一」を一

つ 宛別 の 區劃 に入れ る 、 それ か ら「モ ー タ ー」

へ 皆線 で 聯 絡 す る か ら「コ ン パ ー ト メ ン ト」を細 か く分 け得 る 、 「ゼ ネ レ ー タ ー」の 室 「コ

ン ト ロ ー y ン 4
’・？V 一 ム 」ご云 ふ や うに 細か く分 け て 、 それ 等 を綜 合す る ご 水 雷が 當 っ た

場合等 に 封 して こ t。 らが 被害 が 少 い か ご 云 ふ こ ご も一概に 言 へ ない 、 電氣推 進 の 方 も何

で も悪 い こ ・
L
？ ばか り ’

Le も言 へ な い ご思 ひ ます 、 それ か ら第二 は亜米利加の 電 氣推進 に 故

障 あ る こ ご は あ つ ナこの で あ ります 、 全 然無 い 譯で あ りませ A が N 通例 こ 丶 に 書 い て あ る

の は」 般 の こ ごで 、 推進用 の 電氣装置 で亜米利 加 製 で 嵐 丶 即 ち「ヲ ン グ ス ト V ・一一ム 」の

N 工工
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電 氣推進 は故 障缺損が あ る が 、 亜 米利 加の は概 して しつ か り して居 るか ら、 故障缺損 が

無 い ご 言っ ナこの で 、 勿論 今 まで あ つ ナこ こ 9L
もあ ります 、 それ か ら工 業状態に付 て は 田路

さ ん ご 同戚 で あ b ます 、 唯併 し私 は戰艦 に於て 之 を採用 す べ き もの こ は 申 し ませ emが 、

假 に 探用すべ き もの ご な つ た な らば 、 若 し全體 に利 盆が あ る もの こ な っ た な らば 、 是か

ら段 々 に 日本の 工 業 を さ う云 ふ もの に 進 め て 行 か な ければ 、 亞米 利加 の 戰艦 に
一

歩讓 つ

た もの で 我慢 しな けれ ばな らSU・S 云 ふ や うに な る U
’
云 ふ 私 の意 見で あ ります 、 商船 で も

さ うで あ ります 1 さ う云 ふ もの が 良けれ ば さ う云 ふ 良い もの を N 造 るや うに 段 々 ご進 め

て行 か な けれ ば な らat、 良否は 今决定的 に 言つ て居 らぬ の で あ ります
、 それ か ら「デ ィ

ゼ

ノV
・エ レ ク ト y ． ク 」は重量 は殖 ね て參 b ます、 けれ ご も「ア レ ン ジ メ ン ト1 を うま くやれ、

ば そん なに 重量 を殖 や さ す に燃 料 の節約 に な る 、 うま く「ス ・ Ae 　一一ス 」を取れ ば 「カ ー ゴ ス

ペ ー ス 」を殖 や し得 る ご云 ふ 結果 に な る ご思 ひ ます 、 「＝ ン デ ン t 　一一」で あ ります が 、 「ギ

Ptr
・・一ド・タ ー ビ ン 」で は或程度 まで 「コ ン デ ン サー」の「ス ペ ー ス 」が 限 られ て しまひ ます 、

それ で 「コ ン デ ン ナ ー・」の 大 きい もの を付 け る が 良 い か 悪 い か ざ云 ふ こ ごは 問題で あ る

が 、 神威 の や うに 充分 に して お く E 日々 燃料徳 で あ ります 、 さ う云 ふ 場合 に 大 き な 「コ

ン デ ン ナ ー」を催 か うE 思 へ ば畳 き得 る
ILe

云 ふ の で あ りま して 、 必 じ も「コ ン デ ン y − 一」の

大 きな もの が利盆 だ ご は 申 さ ない の で あ ります 、 唯「コ ン デ ン tr・一」の 大 きな もの を畳 き

tzい ご 思 へ ば置 け る t 云 ふ の で あ b ます

O 田路坦看 　 も う一
っ 御伺 した い の は「ゴ ー ア ス タ ー一・ Y 」の か けte時 に は 「S ・一キ ．2 ト」が

反封 に な るか ら、 「ア ー マ チ ユ ア ー ・リ ア ク シ ． ン 」が 起 る 、 神威 で 實際 や る時 に は其 爲 に

特別 現象を認 め た こ ごは あ り ませ anか 言 ひ換へ れ ば面 自 くない 、 「ア ー
マ チ ユ ア ー ・リ ア

ク シ ョ ン 」は起 りませ ん で した か

O 鹽谷信武君 惰力で まだ前進 方 向に廻 つ て 居 る 間 に て は それ が 起 る譯で す i 餘計 に「ヒ

ー ト」 され る こ か 何 ざ か 云 ふ こ ご は あ りませ うが 、 極 く僅 か な時 間で後進方 向に 廻 轉 す

るか ら、 「コ イ ノV 」の 絶 縁 を痛 め る ご か 何 ざ か 云 ふ程 の こ ざ は起 りませ 繊 、 殆 ご考 へ て 居

る 間 もな く後進 方 向に 廻 ります

O 會畏代理 （季賀譲看）　 それ で は まだ御質問や御意見 もあ る か も知れ ませ 澱 が 、 時 間が

大分切 逍 い tこ しま しナこか ら、 徇 ほ 外 に 御意 見の あ る方 は書 い ナこ もの に願 ひ た い ご 思 ひ ま

す、 ちよ つ ご御挨拶申上 げ ます 、 先逹て 「ジ ・一一・ ／　・一」肚の 「ミ ス タ ー」「ノ “ 一 グ」の「X レ

ク ト リ カ ノレ ・ プ ロ パ ル ジ 。
ン 」 に 就て の 御講演が あ っ た後 、 今 日唯今 日本の 海軍の 專門家

た る鹽谷君 が 此 講演 を して 下 すつ た こ ご は大 い に 利盆 で あ る ご考 へ る の で あ り ます 、 殊
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に鹽谷君 は 「エ v ク ト リ 。 ク ・ プ ロ ノ “ IV ジ ．
ン 」の 良い 所 ご悪 い所 を最 も「ク リ ヤ ー」に御説

明下 す っ tzや うに考 へ る の で 、 此點 に 就て 特 に 有 難 く考 へ る の で あ ります 、 鹽谷君 が 言

は れた や うに 「エ v ク ト 恥 ク ・ プ ロ バ ノレ ジ 。
ン 」の 將來 ご云 ふ もの は隨分我 國の 將來 に取

つ て 重大 な問題 で あ る ご 思ひ ます 、 今御話 に な つ た や うに「ラ イ ト ・ ク ノV 一
ザー」や「デ ス

ト ・ イ ヤ ー」 に は使 へ ない 、 戰艦 に は 亞 米利 加の例 に 依 っ て 良 い の で あ るが 、 それで は

こ の邊 が境 で あ る 力紺 云 ふ こ S が 隨分 困難 な る問題 の一
っ で あ らうご 思 ひ ます 、 兎 に 角

此「デ ザ ／ ン 」の上 な り、 それ か ら製作 の方か ら考 へ て 、 日本 の 造船 界 に取 つ て は最 も重

大 な る 問題の
一

つ S 考 へ ます、 例 に依 b ま して 諸鴦の 御 賛成 を得 て 拍手 を以 ち まして 御

禮 を申上 げ ます

　　　　
一

同拍手

O 會長代理 （季 賀譲k ）　 それ で は今 日の 講演會 は是で絡 b ご致 します

　　　　午後七時十五分 散會
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